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子ども・若者総合相談センター概要 

◆開所日：月～土（祝祭日除く）  

◆開所時間：10時～17時 ◆休業日：日・祝祭日 

◆職員体制◆ 

 ◇常勤５名 非常勤３名 

 ＊精神保健福祉士＊社会福祉士＊産業カウンセラー  

 ＊キャリアコンサルタント＊看護師＊保健師 

 ◇専門員 

   ＊臨床心理士 ＊精神科医 

   ＊各専門アドバイザー 

   （子育て・コミュニケーション・発達障害・法律） 



同行 

訪問
相談 

来所
相談 

面談＆ 
プランニング 

民間支援団体・公的支援機関 

◆対象◆ 
概ね39歳までの 
名古屋市内在住の方 

◆相談の流れ 



◆ 新規 登録件数 

 ２５７人：１か月平均：３６.１人 

◆のべ相談件数（面談・電話・メール等） 

 ２０４８件：１か月平均２９２件 
◆訪問相談（アウトリーチ） 

 １１４件：１か月平均１６.３件  

    

子ども・若者総合相談センター実績 

開所 6/25～1/31まで （約７か月）実績 



◆来所者 ◆対象者 

◆２０歳以下の対象者のほとんどが母親（保護者）の来所 

◆３０歳以上の対象者になると、本人が来所する 



新規登録者の悩みの内容 
主訴 

第一 第二 第三 

１ ひきこもり ５３ ３ ０ 

２ 就労の悩み ４５ １９ ４ 

３ 不登校 ３６ ９ ０ 

４ 発達障害 ２３ ６ ３ 

５ 精神障害 １９ １３ ３ 

６ 人間関係の悩み １５ １４ ５ 

７ 親子関係の悩み １３ ２３ ５ 

８ ニート １０ ７ １ 

９ 暴力の悩み ７ ８ ８ 

１０ 非行 ７ ５ ３ 

１１ いじめ ５ ０ ０ 

１２ 知的障害 ４ ２ ２ 

１３ 身体障害 ２ ４ ０ 

１４ その他 １８ １２ ４ 

計 ２５７人 



  ◆相談者の９割以上が、 
       重複した困りごとを抱えている。 
    例）不登校＋発達障害＋親子関係＋暴力 

   例）引きこもり＋就労に関する悩み＋人間関係に関する悩み 

 地域での 

多分野連携
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＜連携の例＞ 複数同時の悩みには、  
複数同時の支援が必要 
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子ども・若者総合相談センターの相談支援体制 
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見守り：継続相談 
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支援機関 

支援機関 
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◇ネットワークの強化 
◇役割分担 
◇モニタリング 

発見 問題解決のプロセスによりそう 地域での見守り 相談 

     ＊開催件数  

          月平均：１０ケース 



子ども・若者総合相談センター 面談相談後の状況 
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◆終結：１１件 
うち 就労：７名 

復学・進路決定：４名 

◆リファー機関との 
連携による継続した 
見守り：５８件 

終結：３３件 
うち 安定就労：９名 
復学・進路決定：６名 
傾聴や情報提供：１８件 

面談・ 
電話相談 
（継続） 

支援機関 
リファー 
７３件 

見守り・関わりの継続：２２件 



◎高校不登校（うつ）：１０代◎ 
 

→ 継続面談・臨床心理士のカウンセリング  
→ 病院同行→ 学校連携 → 復学 → 就労決定 

 

 ◎未就労・引きこもり（軽度知的障害）：３０代◎  
  家族との面談 → 本人へのアウトリーチ 

→ 来所（地下鉄に乗る）支援 → 来所面談 
 → 同行による就労支援機関見学へ 

 

◎触法ニート：２０代◎  

→ 保護司との連携 → 行政機関との連携  
→ 生活支援（住居・金銭管理）の連携 

 → 病院同行 → アディクションの自助グループ 
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◎中学卒・非行→ 就労先を短期で離職 → 触法 
→ 家族との絶縁 → 若年ホームレス   

◎フリースクール中退 → 引きこもり → 就労失敗  
→ 再引きこもり → 自傷行為→ 医療の未受診 

◎中学不登校（精神障害） → 卒業 →  
教育支援機関の家庭訪問が終了 → 引きこもり 

多分野（１１分野）の支援機関連携によるサポート 
発達障害の受診 → 就職活動開始 

障害福祉サービスの利用による、定期的な 
家庭訪問の継続 → 居場所スペースへ 

義
務
教
育
終
了
し
て
間
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な
い
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象
者
の
事
例 お手紙や家庭訪問での、関係性の構築 

→まずは医療へ 


